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問�

　

厚
生
労
働
省
は
＂
ひ
き

こ
も
り
＂
を
「
仕
事
や
学

校
に
行
か
ず
、
か
つ
家
族

以
外
の
人
と
の
交
流
を
ほ

と
ん
ど
せ
ず
に
、
６
カ
月

以
上
続
け
て
自
宅
に
ひ
き

こ
も
っ
て
い
る
状
態
」
と

定
義
し
て
い
る
。

　

実
態
に
つ
い
て
調
査
を

し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答�

　

極
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト
で

あ
り
、
当
事
者
の
調
査
及

び
全
体
的
な
把
握
は
困
難

で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る

「
将
来
的
に
生
活
困
窮
に

陥
る
恐
れ
の
あ
る
若じ

ゃ
く

年ね
ん

無む

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

、
あ
る
い
は
、
ひ
き

こ
も
り
の
方
が
居
る
と
み

ら
れ
る
世
帯
」
に
つ
い
て

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
に
よ

る
と
、
半
数
が
40
歳
以
上

と
い
う
結
果
が
出
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
ひ

き
こ
も
り
の
高
年
齢
化
は

潜
在
し
て
い
る
。

問�

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

を
考
え
る
講
演
会
が
開
催

さ
れ
た
際
、「
学
校
に
通

っ
て
い
る
時
は
支
援
が
あ

っ
た
。
卒
業
す
る
と
な
か

な
か
行
政
の
手
が
回
っ
て

こ
な
い
。」
と
い
う
親
御

さ
ん
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

必
要
な
支
援
は
届
い
て

い
る
か
。

答�

　

不
登
校
問
題
と
の
関
り

か
ら
若
者
課
題
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
大
人
の
部
分
は
充
分

な
対
応
が
で
き
て
い
る
状

況
で
は
な
い
。

　

福
祉
の
里
、
民
生
児
童

委
員
、
遠
野
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
地
区
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
窓
口
へ
ご
相
談

を
い
た
だ
き
た
い
。

問�

　

今
後
＂
親
亡
き
後あ

と

＂
に

突
入
す
る
高
年
齢
の
当
事

者
が
増
え
る
。
親
の
支
援

が
な
く
な
っ
た
途
端
に
生

活
は
行
き
詰
ま
る
。

　

地
域
福
祉
計
画
に
具
体

的
な
記
載
は
な
い
が
、
高

齢
化
に
伴
う
課
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

答�

　

関
係
者
一
同
で
チ
ー
ム

を
作
っ
て
の
対
応
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
か
。

　

次
期
計
画
に
し
っ
か
り

と
位
置
付
け
、
施
策
の
充

実
と
事
業
化
に
取
り
組
む
。

必
要
な
支
援
の
手
は
届
い
て
い
る
か

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

一問一答方式

補修前

補修後

問�

　

教
育
・
福
祉
・
交
流
人
口

の
拡
大
・
観
光
振
興
等
に

馬
資
源
を
活
用
す
る
為
、

持
続
可
能
な
馬
事
振
興
、

馬
事
文
化
の
継
承
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
や
全
国
の

馬
関
係
者
が
、
遠
野
で
馬

に
関
す
る
技
術
習
得
や
資

格
取
得
で
き
る
体
制
を
整

備
し
、
人
材
確
保
と
養
成

に
取
り
組
む
考
え
は
。

答�

　

中
央
馬
事
団
体
と
連
携

を
図
る
こ
と
で
、
体
制
整

備
の
環
境
づ
く
り
に
持
ち

込
め
る
の
で
は
な
い
か
。

幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

問�

　

生
産
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
の
現
状
の
な
か

で
、
生
産
振
興
対
策
事
業

の
補
助
内
容
の
見
直
し
や

新
た
な
生
産
奨
励
制
度
の

創
設
等
、
乗
用
馬
の
生
産

頭
数
の
確
保
、
乗
用
馬
市

場
の
継
続
に
向
け
た
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答�

　

乗
用
馬
生
産
組
合
、
畜

産
振
興
公
社
と
一
体
と
な

り
、
意
見
交
換
と
情
報
共

有
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
支

援
策
、
環
境
整
備
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新

年
度
か
ら
取
り
組
め
る
事

業
の
検
討
を
し
て
い
る
。

問�

　

有
識
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
配
置
す
る
等
、

馬
事
振
興
の
支
援
体
制
を

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

答�

　

馬
事
に
つ
い
て
の
情

報
・
知
識
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
で
あ
り
、
大
事

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

問�ド※
ロ
ー
ン
や
オ
フ
ロ
ー

ド
バ
イ
ク
の
導
入
は
。

答�

　

民
間
企
業
と
の
連
携
・

協
定
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン

の
有
効
活
用
を
図
る
体
制

を
整
備
し
た
い
。
オ
フ
ロ

ー
ド
バ
イ
ク
も
大
変
有
効

で
あ
る
が
、
導
入
に
は
慎

重
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

問�

　

防
災
ア
プ
リ
を
導
入
す
る

等
、素
早
く
正
確
な
情
報
伝

達
の
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

答�

　
「
災
害
時
に
お
け
る
情

報
伝
達
シ
ス
テ
ム
導
入
検

討
会
議
」
の
提
言
を
具
現

化
す
る
為
、
遠
野
テ
レ
ビ

や
防
災
ア
プ
リ
等
を
利
活

用
す
る
構
想
の
事
業
化
に

取
り
組
み
た
い
。

問�

　

シ※
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

を
実
施
す
る
考
え
は
。

答�

　

全
国
一
斉
に
行
う
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
訓
練
放
送
に
合
わ

せ
、
市
内
小
中
高
校
が
訓

練
に
参
加
し
た
。
一
般
企

業
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け

効
果
的
に
取
り
組
め
る
よ

う
考
え
る
。

持
続
可
能
な

 

馬
事
振
興
を

防
災
減
災　

安
心
安
全
の
充
実
へ

※
ド
ロ
ー
ン
と
は

　

災
害
時
の
物
資
の
輸
送
や

災
害
現
場
な
ど
危
険
地
域
で
の

調
査
、
農
薬
の
散
布
な
ど
農
作

業
全
般
、
工
場
内
で
の
部
品
の

輸
送
な
ど
、
様
々
な
用
途
で
活

用
で
き
る
小
型
無
人
機
。

※
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は

　
指
定
さ
れ
た
日
時
に
、
家
庭

や
職
場
、
外
出
先
な
ど
で
、
地

震
か
ら
身
を
守
る
為
の
安
全
行

動
を
実
践
す
る
訓
練
。
誰
で
も

参
加
で
き
る
。

馬資源を活用できる体制が大事。持続可能な馬事振興を。

小林 立栄  議員
（無会派）
一問一答方式

問�

　

市
長
選
挙
で
市
内
を
く

ま
な
く
遊
説
し
た
際
、
市

道
の
現
況
を
目
の
当
た
り

に
し
た
と
思
う
。

　

感
じ
た
こ
と
は
。

答�

　

傷
ん
で
い
る
状
況
を
知

る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

年
間
に
寄
せ
ら
れ
る
補

修
要
望
は
お
よ
そ
４
０
０

件
。
通
院
・
通
学
・
買
い

物
な
ど
の
緊
急
性
・
経
済

性
・
利
用
頻
度
等
を
数
値

化
し
、
客
観
的
な
判
断
の

も
と
着
実
な
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

市
道
状
況
を

ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


